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　令和２年４月に発足したＮＰＯ法人「ウレシパの
杜」（山田和子代表、現在会員数25人・団体６）が、
「地元アイヌ民族の世界観や文化を五感で学べる場
を」と、町と林野庁の協力を得、ウポポイ横の土地の
整備を始めました。
　趣旨に賛同した会員たちが、休日などを利用した手
弁当で２年ほどを掛け、腰まであった笹を刈り、アッ
プダウンを歩いて十数分の散策路（約300ｍ）を整備
しました。
　本年度はアイヌ民族の
知恵がうかがえる有用樹
木のカツラやハリギリ、
ミズキなど約10種目の樹
木名板に二次元コードを
貼り、スマートフォンで
それぞれの説明が聞ける

ようにしました。森の笹刈りと整備を続け、森づくりの勉強会などを予
定しています。山田代表は「縄文から自然とともに生きてきた人たちの
世界観があります。白老だからこその気づきを大切に、肩ひじを張ら
ない活動を」と話していました。同団体への連絡はヤマダリビング内、
☎８２－２３４５へ。

本年度はアイヌ民族有用樹木の名板に二次元コード取り付け
学び豊かな杜を願う「ウレシパの杜」  散策路が完成
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